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研究成果の概要（和文）：アトピー性皮膚炎(AD)患者のQOLは、皮膚疾患の中で最も低いと報告されている。本
研究では成人AD患者を対象としたマインドフルネスとセルフコンパッションを統合したオンライン心理介入の有
効性をランダム化比較試験を用いて検証した。 成人AD患者107名が介入群（56名）・待機群（51名）に無作為に
割り付けられ、介入群では主要アウトカムである13週目の皮膚疾患特異QOL(DLQI)の改善を示し（-6.34；95％
CI、-8.27～-4.41；P < .001）、高い効果量を示した-1.06（95% CI, -1.39 to -0.74）。本研究の結果はJAMA 
Dermatologyにて発表された。

研究成果の概要（英文）：Quality of life (QOL) of patients with atopic dermatitis (AD) is reported to
 be the lowest among skin diseases. In this study,  we evaluated the efficacy of mindfulness and 
self-compassion training in improving the QOL for adults with AD.The study randomized 107 adults to 
the intervention group (n = 56) or the waiting list (n = 51). The intervention group demonstrated 
greater improvement in the DLQI score at 13 weeks (between-group difference estimate, -6.34; 95% CI,
 -8.27 to -4.41; P < .001). The standardized effect size (Cohen d) at 13 weeks was -1.06 (95% CI, 
-1.39 to -0.74), which was large. The results of this study were published in JAMA Dermatology.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： ランダム化比較試験　Quality of Life　マインドフルネス　セルフ・コンパッション　アトピー性皮膚
炎　オンライン心理介入

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
皮膚科での標準治療に加えて行うマインドフルネスとセルフコンパッションのトレーニングは、AD患者のQOL向
上や主観的重症度の改善等に対して有効であることを示した。本研究は、国内外におけるアトピー性皮膚炎の治
療の質向上に貢献するとともに、ICT(情報通信技術）を活用した次世代の心理介入の礎になることが期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

強いかゆみを伴う慢性皮膚疾患アトピー性皮膚炎（AD）は、患者の QOL との関連が報告さ

れている(Girolomoni G etal 2021, Silverberg JI etal 2018, Lewis-Jones MS etal 1995)。AD の有病

率は、小児で 15～30％、成人で 2～10％と推定され、先進国では発症率が増加している(Bieber 

T. 2008, Asher MI,2006, arbarot S etal 2018)。治療法としては、薬物療法、スキンケア、生活習

慣の改善などがある。有効性を示す新しい生物学的製剤もあるが、長期的な安全性を確認す

る必要がある。 

 

マインドフルネスストレス低減法（MBSR）は、1970 年代に慢性疼痛への対処のために導入

され(Kabat-Zinn J. 1982, Kabat-Zinn J etal 1985)、様々な医療・健康分野への応用が進んでい

る。マインドフルネスに基づく介入において、セルフ・コンパッション（自分への思いやり）

は重要な要素である。マインドフル・セルフ・コンパッション（MSC）は 2010 年に開発さ

れ、広く一般集団に適用されている(Neff KD, Germer CK.2013)。MBSR がストレスに対して、

ノン・ジャッジメンタルで受容的な関係を築くことに重点を置いているのに対し、MSC は

苦しみの中にある自分自身に対して思いやりのある関係を築くことに重点を置いている。

MBSR と MSC の標準的なコースでは、週 1 回のセッションを 8 回（各 150～180 分）、1 日

または半日のサイレント・リトリート、毎日少なくとも 30～40 分の日常生活での実践が必

要とされている。 

 

国内外において、AD を対象としたマインドフルネスとセルフコンパッションを統合したオ

ンライン心理介入の有効性は報告されていない。我々は、MBSR と MSC の統合プログラム

を世界で初めて開発した。本研究は、AD と診断された成人に対するオンライングループマ

インドフルネスとセルフ・コンパッションの統合介入（M&SC）の有効性を検証した最初の

研究である。 

 

２．研究の目的 

本研究では成人 AD 患者を対象としたマインドフルネスとセルフコンパッションを統合し

たオンライン心理介入の有効性をランダム化比較試験を用いて検証することが目的であっ

た。 

 

３．研究の方法 

デザイン：ランダム化比較試験を用いて実施した。 

参加者：皮膚疾患特異的な QOL 指標である DLQI（Dermatology Life Quality Index）スコア

が 6 以上（AD によって生活への影響を中等度以上の受けている）の成人アトピー性皮膚炎

患者を対象とし、参加者は、通常の皮膚治療に加えて、介入群または待機群に無作為に割り

付けられた。 

介入： 

週 1 回 1.5 時間のオンライン・グループセッションを 8 回実施。両群ともデュピルマブ以外

の皮膚科治療を受けることを許可された。介入内容には、8 週間にわたる毎週 90 分の対話



型オンラインセッションが含まれた。 

アウトカム： 

主要アウトカム 

主要アウトカムは、ベースラインから 13 週目までの DLQI スコアの変化とした。 

 

副次的アウトカム 

ベースライン、9 週目、13 週目に副次的アウトカムを評価した。副次的アウトカムには、患

者報告アウトカムのアトピー性皮膚炎重症度（POEM）、かゆみ関連数値評価尺度（睡眠前

のかゆみの強さ、かゆみで困っている度合い、掻く強さ）、フライブルク・マインドフルネ

ス目録（FMI）、セルフ・コンパッション尺度（SCS）、不安・抑うつ尺度（HADS）、内在化

された恥の尺度、皮膚科治療におけるセルフケアのコンプライアンスは患者の医師のアド

バイスへの遵守を測ったものだった。さらに、参加者は自宅での実践の時間と頻度を評価し、

記述的なフィードバックを行った。 

 

患者・家族の参画： 

本試験では、患者・家族の参画・視点が非常に重視され、臨床研究における真の患者・研究

者パートナーシップのためのフレームワークが用いられた。本試験では、パイロット試験か

らメンバーを選出し、患者・家族諮問委員会が結成された。この諮問委員会は、プロトコル

作成の段階から結果の解釈まで、研究者と協力した。 

 

４．研究成果 

成人 AD 患者 107 名の研究参加協力者が介入群 56 名、待機群 51 名に無作為に割り付けら

れた。13 週目の評価において、待機群と比較して、介入群では、患者報告アウトカムであ

る皮膚疾患特異 QOL、AD 症状、皮膚科治療の遵守において有意に高い改善が認められた。

脱落はほとんどなく(2%未満)、効果量も大きかった。介入群は 13 週目に DLQI でより大き

な改善を示した（群間差推定値-6.34、95％CI：-8.27～-4.41、P＜0.0001）。13 週目の標準化

効果量は d=-1.06（95%CI: -1.39 to -0.74）であった。13 週目に DLQI で臨床的に重要な最小

限の差を示した参加者の割合は、M&SC 群で 81.5%（95% CI, 68.6%～90.7% ）、待機群で

33.3%（95% CI, 20.8%～47.9% ）だった 

 

患者が報告するアトピー性皮膚炎の重症度、心理症状（うつ、不安、内在化された恥など）

など他のすべての副次的アウトカムは、介入群で待機群より大きな改善がみられた。皮膚科

治療アドヒアランスでは、介入群の方がベースラインから 13 週目まで、保湿剤の使用やス

テロイド外用剤の使用など、皮膚科医との治療計画に沿ったセルフケアを行う傾向が見ら

れた。 
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